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304 　　多チ ャ ン ネル ドプ ラ 法 （Multi　Channel 　Doppler 法）を用い た 経母体ス テ v イ ド投与前後 に お け る 胎児心機能 の 評価
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【目的】未熟胎児 （仔）の 肺成熟促進目的で 経母体的 に使用 され るス テ ロ イ ド剤 は単に肺の 成熟促進だ けで は な く胎仔心機能
に も影響を及 ぼす との 動物実験 で の 報告が ある．従来，ス テ ロ イ ド剤の ヒ ト胎児 にお け る心 機能へ の 影響 は心 拍 数 ・心 拍 出量
・血 圧等の パ ラ メ ータ を非侵襲 的 かつ 精密 に 測定で きる 方法が なか っ た た め に ， 詳細 は不明で あ っ た．今回我々 は超音波パ ル

ス ドプ ラ 法お よ び デ ジ タ ル 直交 検波法 に よ り組織 の 微小な変位
・
瞬時周波数

・
位相 を捉える 多チ ャ ン ネ ル ド プ ラ 法 （Multi

Channel　Doppler法）を開発 し，その 臨床応用 の
一
環 として 経母体的 ス テ ロ イ ド投与前後 にお け る胎児心機能パ ラ メータを計

測しス テ U イド剤 の 胎児心臓機能 に 及ぼす影響 の 解明を試み た．
【方法】妊 娠 27週 か ら33週 で妊 娠中断前 に 胎児肺成熟 目的で経母体的に ス テ ロ イ ド使用 した 症 例の うち1司意の 得 られ た 21例を

対象 に した．従来か らの 信号瞬時自己相関法 に よ り心 拍数を測定する
一

方，MCD 法 に よ りス テ ロ イ ド投与前，投与後24時間

後 に胎児心臓の 弁
・
心筋 の 運動 ・大動脈壁 の 運動を測定し，Efi児心拍数 ・拍出量 ・血圧を算出した．

【成績】（1）MCD 法に よ り胎児心拍数 ・拍出量 ・血圧の 精密な推定が 可能 で ある こ とが示 さ れ た．（2）ス テ ロ イ ド投与前後で 胎

児心拍数 が 153．6± 6．45 （平均 ± S．D．）bpm か ら145．7± 7．68 （平均 ± S．　D ．）bpm へ と有意 に低 ドして い た，
【結論】（1）ヒ ト胎児 に お い て もス テ ロ イ ド投 与に よ る 心機能 の 調節修飾機序の 存在が 示唆され た．（2）胎児心拍 モ ニ タ リ ン グ

の 解釈 ・評価を行う際 に は、L記 の 調節機序 の 出現 ・発達を考慮する 必要性 が 示唆 され た。

305　　 超音波 ドプ ラ 法 を用 い た 胎児等容性収縮期測定に よ る胎児貧血 の 診断
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【目的】成 人 で は貧 山Lにお い て 心機能亢進状態が 招来 し，心 等容性収縮期 は短縮 す る こ とが 知 られ て い る．本研究の 目的は，
胎児等容性収縮期が胎児貧 血の 心機能亢進状態 を反映 し得 るか否 か を検証する こ とで ある．
【方法】血 液型不適合妊娠 に 起因す る 胎児溶血 性貧血 が 疑 わ れ， 妊娠24〜38週 に 分娩 に 至 っ た 10症例を対象と した．妊娠中 よ

り重症貧血 が 疑わ れ た 5 例 につ い て は臍帯穿刺，他 の 5 例 に つ い て は分娩時 に臍帯静脈血 を採取 し， 胎児血 色素量（Hb 値）を

測定 した．次い で 個 々 の 症 例 につ い て Hb 値 と当該 妊娠週 数に お け る．血色 素量 の 正 常値 （中央値 ：median 　Hb 値）か ら血 色素

不足量 （△Hb ＝Hb 値
一

median 　Hb 値〉を算定 した．一
方，臍帯穿刺前 あ る い は分娩前 に超 音波 ドプ ラ 心収縮時相測定 シ ス テ

ム を用 い て 胎児心臓 ドプ ラ 信号 を記録 し た．得 られ た信号か らフ ィ ル タ リ ン グ 処理 を 介 して 僧幗弁閉鎖信号 と大動脈弁開放

信号を同定 し，両信号間の 時間を胎児等容性収縮期 （ICT）として測定した．対象例 につ い て ，
　 Hb 値 が正常値 の 65％以下を

胎児貧 血，ICT が 23．5　ms ．以 下 を ICT 短縮 と し，　 ICT測定 の 貧血 に対する efficacy を検討 した．さ ら に △Hb と ICT との 相

関を検討 した．
【成績】胎児貧血 と診断さ れ た 3例 は ， 全例 ICT の 短縮を認め た ．（sensitivity 　IOO％ ，

　 specificity 　67％ ，
　 PPV 　70％ ，

　 NPV 　100

％ ）．△Hb と ICT に は 有意な正の 相関が 認め られ た （ICT ＝O．928 △Hb ＋ 24．43，　r ＝0．894，　P＜O．001）．
【結論】胎児 ICT の 測定 は，胎児貧 血 の 非侵襲的な診断法 と して 有用 で あ り，　 ICT の 短縮 は，胎児ftlfnに お ける心機能亢進状

態の 定量的評価法 と して 臨床的意義が高い こ とが 分か っ た．

306　　 振動
・
音刺激 を超音波断層法 に よ る 観察に 応 用 した modified 　biophysical　profile　scoring の 試み
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【目的】biophysical　profile　scoring （BPS ）は
， 胎児 well ・being の 評価 に 有用 だ が，観察 の 煩雑 さ 故に ，観察項 目 を 羊水量 と

NST の み に 限定 した り，
　 NST に振動 ・音刺激（vibro 　acoustic 　stimulation ：VAS ）を応用す る な どの 簡便化 した modi 丘ed 　BPS

（m ・BPS ）が 臨床 応 用 され て きて い る．今 回，超音 波 断 層 法 で の 胎 児 行動 因子 の 観察時間 を短 縮 す る た め ，
　 VAS に よ り胎 児睡

眠周期 を活動期へ 転換す る新た な m −BPS が 臨床応 用可 能か 否か 試 み た．

【方法】妊 娠28 − 40週 の，胎児 well −being に 問題 の あ る可 能性が あ る と され る羊水過 少 ま た は・T一宮 内胎 児 発 育遅 延 を認 め た羊

水過少 ・IUGR 群 ：34例 と，こ れらを認 め なか っ た正常群 ：36例 の 食計70例を対象 と した．こ れ ら 2 群 に お い て ，超音波断層

法 に て VAS 施行 よ り 3分 間，呼吸 様運 動，胎 動お よび 筋緊 張 の 3項 目 を観察 し た．　 VAS は，　 Corometrics社製 Model 　146

Fetai　acoustic 　stimulator を 用 い
， あ らか じめ胎児静 眠状態 に あ る こ とを確認 し行っ た．また羊水過少例 へ の VAS 施行 は ， 胎

児徐脈 を誘 発 する 可 能性 が あ り，イ ン フ ォ
ーム ドコ ン セン トの も と帝 王 切 開 が 予定 され た 症 例 の 手 術 El　

’
g
’
ifに行 っ た。

【成績】VAS を応用 した超音波断層法 で の 観察で は，正 常群 で は36例中 3 例で ， 羊水過少
・IUGR 群 で は34例中13例

ホ

で 1項 目

以 上 の 胎児行動 因 子が 認め ら れ な項
・

っ た ．（
’

：vs 正 常群，　p 〈 0．05，X2it定〉．
【結論1妊娠28週以 降で は，胎児 well・beingに 問題 の ある 可能性の ある 羊水過少

・IUGR 例で の 胎児行動因子の 変化 は，　 VAS

を応 用 した超音 波 断 層 法 に よっ て も観 察可 能 で あ り，新た な簡便 な m −BPS と して 胎児 well 　beingの 評価法の
一

つ に なり得 る

可能性が あ る と思 わ れ た．
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